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Ⅱ．事業参加後に行った取組について 

（a． 事後活動参加者向け） 
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１．北方領土をテーマにした取組の実施状況（Q7） 

取組の内容を見ると、「学校・大学の授業・行事、職場、所属団体などでの報告・発表等」

（65.1％）と「友人・知人、学校・職場・地域の人などとの集まりや会話での話題提供」（61.8％）

が高い数値を示している。 

 

 Q7．あなたが行った北方領土をテーマにした（関連した）取組をお答えください。（複数回答可） 
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職業別に見ると、「ＳＮＳでの情報発信」は中学生・高校生と大学生等・社会人との間で大き

な差があった。 

（注）総務省の「通信利用動向調査（令和元年）」を参照すると、ＳＮＳ「利用」状況は 10

代：72.6％、20 代：81.8％、30代：78.6％となっているが、「発信」、「利用」の違いに留意

が必要。 

 

＜職業別：北方領土をテーマにした取組の実施状況＞ 
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100 中学生 (N=99) 高校生 (N=161) 大学生等（専門学校・短大・大学院含む） (N=35) 社会人 (N=32)

全体 学校・大
学の授
業・行事、
職場、所
属団体な
どでの報
告・発表
等

友人・知
人、学校・
職場・地
域の人な
どとの集ま
りや会話
での話題
提供

署名活動
への参
加、開催

SNS（ツ
イッター、
フェイスブッ
ク、インスタ
グラ厶、
TikTok、
YouTube
など）での
情報発信

自治体の
行事・広
報誌など
への協力

新聞、雑
誌、テレ
ビ、ラジオ
などを通じ
た情報発
信

手紙、年
賀状など
への記載

その他 無回答 非該当

全体 327 65.1% 61.8% 24.5% 20.8% 6.7% 6.4% 3.4% 9.8% 0.3% 1.2%

中学生 99 60.6% 57.6% 22.2% 4.0% 4.0% 3.0% 4.0% 9.1% 1.0% 2.0%

高校生 161 69.6% 65.8% 24.2% 16.1% 5.6% 6.2% 1.9% 11.2% - 0.6%

大学生等（専門学校・
短大・大学院含む）

35 65.7% 65.7% 22.9% 62.9% 8.6% 8.6% 5.7% 8.6% - -

社会人 32 56.3% 50.0% 34.4% 50.0% 18.8% 15.6% 6.3% 6.3% - 3.1%
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Ｑ１の参加事業別に見ると、「北方領土ゼミナール」、「北方四島交流事業（ビザなし交

流）」、「『北方領土を考える』高校生弁論大会」の参加者については「SNS での情報発信」の

割合が高く、事業対象者である大学生・高校生（卒業後）を中心にＳＮＳが活用されているもの

と考えられる。 

「北方領土に関する全国スピーチコンテスト」の参加者については「学校・大学の授業・行

事、職場、所属団体などでの報告・発表等」の割合が高くなっており、スピーチ原稿の応募に

伴い、学校等で発表の機会があるものと考えられる。 

 

＜参加した事業別：北方領土をテーマにした取組の実施状況＞ 
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全体 327 65.1% 61.8% 24.5% 20.8% 6.7% 6.4% 3.4% 9.8% 0.3% 1.2%
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北方領土ゼミナール 23 69.6% 52.2% 21.7% 60.9% 8.7% 4.3% - 13.0% - -

ブロック青少年育成事業 26 46.2% 65.4% 3.8% 3.8% - - 3.8% 11.5% - 7.7%

北方領土青少年等
現地視察事業 162 67.3% 59.9% 30.9% 9.9% 6.8% 6.2% 1.9% 8.6% - 0.6%

北方領土に関する
全国スピーチコンテスト 48 81.3% 66.7% 35.4% 10.4% 6.3% 2.1% 4.2% 10.4% - -

「北方領土を考える」
高校生弁論大会 12 58.3% 66.7% 58.3% 58.3% 8.3% 25.0% - 8.3% - -

北方四島交流事業
（ビザなし交流） 73 74.0% 63.0% 31.5% 53.4% 12.3% 15.1% 6.8% 6.8% 1.4% -

その他 35 60.0% 74.3% 31.4% 37.1% 14.3% 11.4% 5.7% 11.4% - 2.9%

無回答 1 - - - - - - - - - 100.0%
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